
我らのアメリカ（Nuestra América）の団結・尊厳・主権を

防衛しよう 

ALBA国家元首及び政府の長による第 14回首脳会議宣言 

 

米州ボリバル同盟―人民貿易協定（ALBA-TCP）加盟国の国家元首

及び政府の長は、ウゴ・チャベス・フリアス司令官の逝去から 4年、

フィデル・カストロ・ルス総司令官の逝去から 4 ヶ月の時を経てカ

ラカスに会合した。両名は我々の創設者であり、その模範と理念は

解放者らの遺産を解釈し要言している。 

両名は、我々の国家的な闘いと熱望を次のように理解するよう我々

を教え導いた。つまり、これらは独立のプロセスであり、パトリア・

グランデ（大祖国）のための自由・尊厳・正義・平和といった共通

の夢に向けた連帯した貢献であり、各国家の利益よりも集団の利益

を優先させるべきである、と。 

政治同盟であり、経済同盟であり、社会同盟でもある ALBAは、我々

諸国民の独立、民族自決、アイデンティティーを擁護する。連帯、

相互補完、正義、協力が我々を結んでいる。その歴史的目的は、我々

諸国の能力と強さを一つに合わせ、総合的な発展を実現するととも

に各国が主権国家として存在することである。 

大使館訳 



ラテンアメリカとカリブ地域はその歴史上極めて重要な時にある。

左派の政府、政治勢力、運動によって率いられている人民の民主的

プロレスが、帝国主義、多国籍資本、国内の寡頭勢力による新たな

攻撃に直面しているのである。帝国の覇権主義の衰退、国際的な体

制の危機、炭化水素資源をはじめとする我らの輸出資源価格の下落

が新たな課題をもたらしている。これらを生み出したのは、我々諸

国の貧困、排除、依存状態を作り出し、自らの権力を強固にするた

め我々を侵害し独裁政権を押し付けたのと、同じ力なのである。 

近年、我々の抵抗にもかかわらず、新自由主義は余念なくその財政

的論理を拡大しようとしてきた。これは発展の理論ではない。我々

諸国民からの完全なる略奪の理論である。新自由主義のもとで世界

経済は実質的な意味での成長を遂げておらず、代わりに不安定さ、

投機、対外債務、不平等な貿易、ますます高頻度で起こっている財

政危機、貧困、不平等、失業、そして富める北側と貧しい南側との

間での対立が増大してきた。 

その変化により最悪の保守主義が蘇り、原理主義、外国嫌悪、人種

差別主義、軍国主義が再び力を得た。政治は外国企業・外国政府か

ら資金供給を受けている。科学・技術の進歩により、帝国主義者や



寡頭政治の支配者らの間に、政治・通信を高度に集中させ、そうし

て大衆を操作して我々の文化を攻撃することが容易となった。新た

な側面、手段、方策が有権者を混乱させ、選挙結果を撹乱している

のである。 

右派政党は、立法権、司法権、メディアの力を陰謀の手段として用

い、以前は擁護していた民主的秩序を臆面もなく打倒し、民営化や

大量解雇を含む調整パッケージを押し付け、政治の転覆と思想の闘

いとを結び付けようとしている。 

ラテンアメリカの左派及び進歩主義の諸組織及び運動は政権に就く

前に腐敗と闘い、また各々が政権についてからもこれと強力に闘っ

て来なければならなかったが、この腐敗は組織や指導者たちを犯罪

者であると名指しし士気を萎えさせるべく、政治目的によって工作

されている。中には、行政の能力、正義、実力に異議を唱えるため

に腐敗を口実として利用し、国家機関への市民の信頼を削ぎ、市民

参加を減らそうとする者もいる。また、タックスヘイブンに自らの

資産を不道徳にも隠し、脱税する者もいる。 

我々は全ての者を告発し、断固として闘わなければならない。同時

に、公共の利益や集団の利益の管理の適正運営を強化するための努



力を重ねていく。これら利益の社会的コントロールは、ALBA 加盟

国において優先事項として責任を持って行われなければならない。

この問題は本質的なものとなっており、我々の統合と倫理の一部と

なるだろう。その一方で、我々は我々諸国の繁栄のために努力する。 

主な攻撃対象となっているのは、ボリバル主義革命である。ベネズ

エラ、特に第一副大統領を務めるタレク・エル・アイサミ同志への

米国による恣意的な制裁は取り消されるべきである。ベネズエラを

米国の国家安全保障にとって非常かつ並外れた脅威であると宣言す

る米国大統領による不可解な大統領令は廃止されるべきである。ベ

ネズエラは、我らのアメリカ（Nuestra América）の自由の揺りかご

であり、地域統合の推進者であり、反帝国主義の要塞である。 

ベネズエラ及びその革命の防衛はベネズエラ人だけの問題ではない。

ラテンアメリカとカリブ地域における真の独立のために闘う全ての

人を動かす動機である。ベネズエラにおいて、今日、21世紀のアヤ

クーチョの戦いの戦端が開かれる。 

この複雑な状況においてラテンアメリカとカリブ地域の団結及び地

域統合は喫緊の要請である。ALBA は、南米南部共同市場（メルコ

スール）、南米諸国連合（UNASUR）、カリブ共同体（CARICOM：



カリコム）、及びこの 10 年間で自らの主役性を取り戻したその他の

ブロックとともに、地域統合に貢献し続けねばならない。 

ラテンアメリカ・カリブ諸国共同体（CELAC）は、我々の最も価値

ある取組みであり、政治を集結することで多様性の中に団結を作り

上げるためのメカニズムである。CELACは、失敗した汎アメリカ主

義を擁護する者たちの抵抗に立ち向かって来ねばならなかった。

我々はこれを守らねばならない。 

平和地帯としてのラテンアメリカとカリブ地域の声明への我々のコ

ミットメントは、我々の国際的な役割の指針となるものである。こ

の声明は、国連憲章及び国際法の原則への我々の固い忠心を裏づけ、

我々が民族自決、国民主権、国家の主権平等を尊重することを再確

認している。意見の相違を平和的に対話と協議によって解決する意

志を示しており、あらゆる国が自国の政治・経済・社会・文化的制

度を選択する不可侵の権利を認めている。 

先住民族への大量殺戮、奴隷制、植民地及び新植民地主義による略

奪に苦しんだカリブ地域の経済的小国は、今日では気候変動、自然

災害、その他の地球規模の危機の結果もたらされた課題に直面して

おり、そのため、これらの国々は我々家族の中でも最も脆弱な国と



なっている。ペトロカリブの豊富なイニシアチブにより確実に支援

されているカリブ地域は、最大の連帯と我々のあらゆる配慮を受け

る価値がある。 

水と基本的な衛生は民間の手にあるべきではなく、諸国家が国民の

福祉のためにその供給を保証すべき人権であると我々は強調する。 

ALBA や統合を志すあらゆる真正な努力の対極にあるのが米州機構

（OAS）である。米州機構では、我々諸国民の懸念、ましてや支持

や防衛が表されることはなく、むしろ覇権主義的な企てや計画が表

出している。当該機関の事務局長の振る舞いは恥ずべきものであり、

加盟国の何らの委任を受けたものでもない。 

我らのアメリカ（Nuestra América）は、帝国支配の新たな計画に直

面している。この計画の特徴は、依然として外部に依存する我々の

経済に影響するであろう、利己的かつ極端な保護貿易主義を表明し

ていることである。今日、気候変動に関するパリ協定の施行が危ぶ

まれている。低開発や、不平等で排他的な国際経済秩序の結果生じ

た生活条件により移住を余儀なくされた我々の人民は、迫害され、

違法とされ、追放され、その人権は度々侵害されている。安全保障

の名の下に軍事・警察費は増大し、宗教的又は人種的理由から人々



が迫害され、メキシコ北部の国境の場合のように壁が築かれている。

メキシコ国民に対し我々は完全な連帯を表明する。 

ALBA において、我々は移民状態にあるラテンアメリカ・カリブ地

域の我々の兄弟に対する扱いへの懸念を表明し、そのため、ALBA

銀行において移民への法的援助及び相談基金を再活性化することを

提案する。ALBA に加盟する政府及び国民は、こういったことの中

に、再集合、移動、闘いへの新たな機会を見出している。我々は解

放をもたらす行動を支持し、見通しを明瞭かつ現実的に設定し、我々

を結びつける価値と原則を十分明確にし、自由をもたらす変化のた

めの経済・社会・政治的前提条件を作る、統合主義的、連帯的、国

際主義的行動計画を担わねばならない。 

我々の敵対者に立ち向かうため、組織や社会的運動を強化する必要

がある。我々の経済が高度に外部に依存していること、及びそれに

よって独立と国民主権がいかに脅かされているかということを、

我々は諸国民に対しより十分に説明せねばならない。我々は、経済

的独立を確保し我々の政治的独立を保障するために、貿易と地域内

協力への機会をより多く作ることができるし、そうせねばならない。 

そのため我々は、ALBA を強化し我々の諸国民に全面的な発展への



適切な条件を提供するための社会的、経済的、生産的作業計画を精

査する決意を承認する。 

ボリバル多民族国コチャバンバ・ティキパヤで 2017年 6月 20日及

び 21日に開催される、壁無き世界と世界市民を目指す国際人民会議

への当該国による招集が支持・支援される。 

我々はダビド・チョケワンカ同志の ALBA新事務総長への任命を歓

迎し、その職務における氏の成功を祈念する。 

 

我々は変化の必要性への意識を醸成するだけでなく、それが確実に

可能であることを説き、証明する責任を負っている。 

皆、統合し、団結しよう。勝利はそこにある。 

 

カラカス、2017年 3月 5日 

 


